
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

と
は
？

ひ
や
り
・ハッ
ト
・ポ
カ
・ミ
ス
・大
事

故
・つ
い
う
っ
か
り
失
敗
し
た
り
、
災

害
事
故
の
元
と
な
る
よ
う
な
行
為

を
し
て
し
ま
う
こ
と
を
人
間
工
学
で

は
「ヒ
ュー
マ
ン
エ
ラ
ー
」と
い
い
ま
す
。

し
か
も
、
こ
れ
は
新
人
と
か
特
定

の
人
だ
け
が
お
か
す
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。匠
と
言
わ
れ
る
人
も
普
通
に

お
こ
す
現
象
な
の
で
す
。
誰
に
で
も

あ
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
う
っ
か
り
で

は
す
ま
さ
れ
な
い
事
故
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
人
は
誰
で
も
ミ
ス
を
お
か

す
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、予
防
策

を
考
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
「ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
」と
い
う
言
葉
が
登
場
し

て
き
た
の
で
す
。

例
え
ば
、ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
ご

ぞ
ん
じ
で
し
ょ
う
か
。
飛
び
出
す
絵

と
か
逆
さ
絵
と
か
の
よ
う
に
錯
覚
と

同
様
エ
ラ
ー
は
起
こ
り
ま
す
。
人
は

見
た
い
も
の
を
見
る
の
で
す
。
見
て

い
て
も
見
え
て
な
い
・意
識
し
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。だ
か
ら
エ
ラ
ー

が
起
き
、
ひ
や
り
と
し
た
こ
と
が
大

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
近
月
食
を
見
て
の
帰
り
小
学

生
の
兄
弟
が
車
に
跳
ね
ら
れ
死
亡

し
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
が
運
転
手

は
電
柱
は
み
た
が
子
供
を
跳
ね
た

記
憶
が
無
い
と
い
っ
て
ま
し
た
。
視
界

に
は
い
って
も
認
識
で
き
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、
い
つ
も
通
り

の
慣
れ
た
作
業
を
し
て
い
て
も
ヒ
ヤ

リ
と
し
た
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

★
エ
ラ
ー
は
不
注
意
だ
け
で

起
こ
る
の
で
は
な
い

一
生
懸
命
に
や
って
も

エ
ラ
ー
は
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
エ
ラ
ー
が
沢
山
連
な
り

事
故
を
起
こ
す
の
で
す
。

施
設
で
も

ひ
や
り
・ハ
ッ
ト

か
ら
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
多
い
の
で
す
。
転
倒
転
落

は
年
間
５
０
件
を
下
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
原
因
が
毎
日

乗
っ
て
い
る
車
椅
子
か
ら
の
転

落
で
す
。
い
つ
も
は
か
け
て
い
る

は
ず
の
ブ
レ
ー
キ
を
忘
れ
て
移

乗
し
た
り
片
方
の
ブ
レ
ー
キ
だ

け
で
移
乗
し
た
り
床
に
落
ち
た

屑
や
物
を
拾
お
う
と
し
て
滑
り

落
ち
た
り
車
椅
子
操
作
は
充

分
慣
れ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、

う
っ
か
り
や
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

５
０
件
の
う
ち
骨
折
や
切
傷
で

受
診
し
た
ケ
ー
ス
も
数
件
あ
り

ま
す
。
同
一
人
で
繰
り
返
し
転

倒
転
落
を
す
る
ケ
ー
ス
も
２
０

件
程
あ
り
ま
す
。

●
安
全
は
存
在
し
ま
せ
ん

リ
ス
ク
の
み
存
在
す
る

だ
か
ら
、
可
能
な
限
り
リ

ス
ク
の
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
努
力

を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ

の
た
め
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を

起
こ
し
や
す
い
環
境
・シ
ス
テ
ム

を
避
け
る
こ
と
、
人
は
エ
ラ
ー

を
起
こ
し
や
す
い
と
い
う
こ
と

を
考
え
予
防
策
を
講
じ
る
こ

と
で
す
。

（
介
護
課
）

年
頭
の

ご
挨
拶

新
年
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
言

葉
で
は
言
い

表
せ
な
い
程

の
天
災
が
起

こ
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
謹

ん
で
哀
悼
の

念
を
感
じ
て

い
ま
す
。

時
の
流
れ

は
早
い
も
の

で
最
早
一
年

に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
仙
台
港
周
辺

の
倉
庫
は
修
復
さ
れ
ト
ラ
ッ

ク
便
が
行
き
来
し
、
ヤ
ー
ド

に
は
新
車
が
整
然
と
列
を
な

し
、
徐
々
に
生
産
・
流
通
が

回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。
今

年
は
仙
台
を
は
じ
め
と
し
て

宮
城
・
東
北
全
体
が
忙
し
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
施
設
の
生
活

も
普
段
の
状
態
に
戻
り
、
ま

た
、
皆
様
の
生
活
も
今
ま
で

以
上
に
活
気
を
取
り
戻
し
て
、

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
と

祈
念
い
た
し
ま
す
。

（

施

設

長

熊
谷正

博
）

大
震
災
の
損
傷
箇
所
の
修

繕
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

大
ま
か
な
日
程
で
す
が
、

年
初
め
に
足
場
か
け
を
済
ま

せ
、
そ
の
後
本
格
工
事
は
２

月
一
杯
掛
か
る
と
の
こ
と
で

す
。
居
住
棟
東
渡
り
廊
下
に

集
中
し
、
時
折
騒
音
が
で
る

と
思
い
ま
す
が
、
ま
た
、
危

険
で
す
の
現
場
に
は
近
づ
か

な
い
で
下
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

石
垣
信
雄
、
菅
野
則
夫

髙
橋
秀
好
、
千
葉
庄
二
郎

村
山
勝
二
、
横
田
晃
一

岩
渕
敬
市
、
佐
藤
篤

髙
橋
敬
子

（敬
称
略
）

大
正
５
年
14

○
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

昭
和
３
年
28

○
大
相
撲
初
の
全
国
中
継

○
ラ
ジ
オ
体
操
全
国
中
継
ス

タ
ー
ト

○
野
口
英
世
黄
熱
病
で
死
亡

昭
和
１
５
年
40

○
日
独
伊
三
国
同
盟

○
ぜ
い
た
く
は
敵
だ

昭
和
２
７
年

52

○
メ
ー
デ
ー
事
件

○
雑
誌
・
少
年
で
手
塚
治
虫

「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
連
載
開
始

昭
和
３
９
年

64

○
東
海
道
新
幹
線
開
通

○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

○
王
貞
治
が
年
間
55
本
塁
打

の
日
本
記
録

昭
和
５
１
年

76

○
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

昭
和
６
３
年

88

○
フ
ァ
ミ
コ
ン
ソ
フ
ト
「
ド

ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
Ⅲ
」
発
売

○
リ
ク
ル
ー
ト
事
件

○
東
京
ド
ー
ム
落
成

平
成
１
２
年

00

○
三
宅
島
噴
火

○
２
千
円
札
発
行
、
42
年
ぶ

り
の
新
額
面
紙
幣

○
シ
ド
ニ
ー
五
輪

髙
橋
尚

子
・
田
村
亮
子
金
メ
ダ
ル

届
き
ま
し
た
年
賀
状

東
向
陽
台
小
学
校

生
徒
さ
ん
か
ら

先
人
の
知
恵

健
康
秘
訣
「
か
き
く
け
こ
」

か
：
風
邪
を
ひ
か
な
い

き
：
気
を
病
ま
な
い

く
：
喰
い
意
地
を

は
ら
な
い

け
：
検
査
を
受
け
る

こ
：
心
に
ス
ト
レ
ス
を

か
け
な
い

第２０号 1頁 富 谷 の 風 便 り 平成２４年１月１日 第２０号 4頁 富 谷 の 風 便 り 平成２４年１月１日

●
カ
ラ
オ
ケ
室
の
利
用
に
つ
い
て

カ
ラ
オ
ケ
室
が
傷
ん
で
い
ま
す
。
利
用

す
る
と
き
は
事
務
室
ま
た
は
介
護
課
か
ら

マ
イ
ク
・
リ
モ
コ
ン
を
借
り
出
し
て
利
用

す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
無
断
で
利
用
し
、
し
か
も
機

器
を
損
傷
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
機
器
等
の
保
全
の
た
め
カ
ラ

オ
ケ
室
は
施
錠
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

り
ま
し
た
。
利
用
す
る
場
合
は
、

平
日
は
事
務
所
に
、
土
日
祝
日
は

警
備
・
設
備
に
直
接
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
生
計
維
持
関
係
申
立
書
の
提
出
に
つ
い
て

例
年
の
こ
と
で
す
が
、
今
年
も
「
生

計
維
持
関
係
申
立
書
」
と
「
配
偶
者
及

び
家
族
の
住
民
票
」
の
提
出
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
入
居
費
の

施
設
利
用
料
算
定
の
た
め
必
須
の
も
の

で
す
。
お
願
い
の
文
書
を
ご
家
族
の
も

と
に
年
末
に
郵
送
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
提
出
期
限
は
１
月
２
０
日
（
金
）

総
務
課
ま
で
必
着
で
す
。

な
お
、
住
民
票
は
、
入
居
者
本
人
の

も
の
で
は
な
く
、
特
別
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
方
（
配
偶
者
・
ご
家

族
）
の
も
の
で
す
。

（
総
務
課
）

ド
ス
ー
ン

つ
い
つ
い
・
・

・
・
う
っ
か
り
・

ブ
レ
ー
キ
か
け
忘
れ

辰
年

年
男
・
年
女

富
谷
の
風
便
り

発 行 所
宮城労災特別介護施設

ケアプラザ富谷
宮城県黒川郡富谷町

明石台四丁目8-1

℡022-772-3311

咳
・鼻
水

突
然
の
高
熱

全
身
の
だ
る
さ

頭
痛

筋
肉
痛
等

共
通
予
防
策

①
手
洗
い

②
う
が
い

（
と
に

か
く
手

洗
い
で
す
）

吐
き
気

下
痢

発
熱

（
生

カ
キ
に

は
特
に
注
意
）

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス

車いすに移るとき
ベッド⇔車いす 移動時

うまくいかずに
転んでしまうことがあります

★施設での事故の多くが
ベッドと車いす乗り降りの際に起きています★

ブレーキの確認をしよう！
正しい移動方法を身につけよう
無理せずに職員を呼ぼう♥

大
地
震
補
修
工
事

編 集 後 記

「いつの間にか」大震災か
ら１年になる、「い・・」こ
の風便りも２０号を数える、
「い・・」この施設も１０年
をすぎる、「い・・」あの
人もいなくなった。
今年は「いつの間にか」

の始めと真ん中と最後の部
分をしっかり見つめよう。
探しものが見つかるかも???

お
隣
の
部
屋
や
近
く
で

大
き
な
・
異
様
な
物
音
や
、
助
け
を
呼
ぶ
声
を

聞
い
た
と
き
は
す
ぐ
に

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
し
て
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

あ
な
た
の
救
い
の
手

を
待
っ
て
い
ま
す
!!

（
安
全
対
策
推
進
委
員
会
）

ご
協
力下

さ
い

子
丑
寅
卯
辰
巳

午
未
申
酉
戌
亥

事務からのお知らせ

節電・節水
に協力を!!!

原発ダメ、火力ダメ、
水力不足、風力不足

考えると「頭がいた～い」・でも
以下のことはやめることはできる。

1．テレビ・ラジオのつけ
放し。
２．電気ポットのつけ放し。
３．居室外出時の電気・
エアコンのつけ放し
４．浴槽水の超満水状態。

施設長

掲示板の紹介

２０号記念号



●
小
旅
行
：
鳴
子
（
10
・

19
）福

祉

バ
ス
を

借

り

て
２
回

目

の
小

旅

行

で
紅

葉

の
鳴

子

峡

へ
。

秋

晴

れ

に

恵

ま

れ
、

紅

葉

も

見

頃

、
絵

葉

書

の
よ
う

な

風

景

を

満

喫

し
、
記

念

撮

影

と
な
り
ま
し
た
。

そ

の
後

は

、
レ
ス
ト

ハ
ウ

ス
で
鳴

子

そ

ば

を

味

わ

い
、
錦

織

り

な
す

鳴

子

ダ

ム
を

周

遊

し

て

、
「
あ

ら

伊

達

な

道

の
駅

」
で
買

物

を

楽

し
ん

で
き
ま

し
た
。

▲
ミ
ニ
旅
行
：
白
石
（
11･

9
）

「
白
石
城
」
と
「
村
田

道
の
駅
」
の
ケ
ア
バ
ス
で
の

ミ
ニ
旅
行
。
紅
葉
の
白
石

城
を
見
学
し
、
昼
食
は

名
物
の
温
か
い
う
ー
め

ん
を
味
わ
い
、
村
田
み
ら

い
館
の
見
学
や

道
の
駅

で
の
買
物
を
楽
し
み
ま

し
た
。
帰
路
は
秋
保
温

泉
街
を
眺
め
つ
つ
ド
ラ
イ

ブ
し
ま
し
た
。

■
カ
ラ
オ
ケ
・
車
い
す
ダ

ン
ス

（
12
・
7
）

カ
ラ
オ
ケ
・
車
い
す
ダ
ン
ス

の
合
同
開
催
。

カ
ラ
オ
ケ
は
飛
入
り
あ
り

の
６
名
の
歌
声
披
露
、
お

菓
子
と
共
に
楽
し
い
一
時

で
し
た
。

続
い
て
の
車
い
す
ダ
ン
ス

は
、
初
参
加
の
顔
も
見
ら

れ
、
ワ
ル
ツ･

ル
ン
バ
を
先
生
・

皆
さ
ん
共
に
手
を
取
り
時

の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
踊

り
ま
し
た
。

★
年
忘
れ
会
（12
・14
）

今
年
最
後
の
行
事
・
年
忘

れ
会
は
、
お
寿
司
メ
イ
ン
の

御
馳
走
・
ゲ
ー
ム
大
会
・
演

奏
会
で
盛
り
沢
山
の
内
容

で
し
た
。
ゲ
ー
ム
で
は
見
事

な
吹
き
矢
と
、
ご
愛
嬌
ボ
ー

ル
投
げ
の
披
露
が
あ
り
、
ま

た
各
々
商
品
を
ゲ
ッ
ト
さ

れ
た
の
で
は
!!

そ
の
後
は
、
ピ
ア
ノ･
エ
レ

ク
ト
ー
ン
の
迫
力
あ
る
生

演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

１
月
11
日

買
物
ツ
ア
ー

１
月
18
日
車
い
す
ダ
ン
ス
＊

１
月
25
日

茶
話
会
＆

カ
ラ
オ
ケ
大
会

２
月
１
日
節
分
会

２
月
８
日
車
い
す
ダ
ン
ス
＊

２
月
15
日
買
物
ツ
ア
ー

３
月
14
日
買
物
ツ
ア
ー

★
映
画
鑑
賞
会

《
こ
れ
ま
で
の
上
映
作
品
》

6
月
29
日
釣
り
バ
カ
日
誌
20

7
月
13
日
ヤ
マ
ト

7
月
27
日
武
士
の
家
計
簿

8
月
24
日
相
棒
Ⅱ

9
月
28
日
ト
イ
ス
ト
ー
リ
ー
３

10
月
26
日
君
の
た
め
に
こ
そ

死
に
に
行
く

12
月
28
日
３
・
11
大
震
災

去
年
は
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
元
気
に
支
え
ら

れ
て
各
種
の
行
事
が
開
催
で
き
ま

し
た
。

今
年
も
ま
だ
ま
だ
行
事
が
続
き

ま
す
の
で
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

１
月
の
買
物
ツ
ア
ー
は
申
込
み
が
殺

到
し
そ
う
で
す
の
で
、
臨
時
便
を

出
す
予
定
で
す
。
２
月
の
車
い
す
ダ

ン
ス
は
皆
さ
ん
正
装
（
着
飾
っ
て
）

で
の
演
技
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

??

違
い
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

傷
病
（補
償
）年
金
と
障
害
（補

償
）年
金
の
違
い
を
…
…

※

（補
償
）と
あ
る
の
は
業
務

上
の
災
害
を
意
味
し
て
お
り
、

（）が
な
い
場
合
は
通
勤
災
害
を

意
味
し
ま
す
。
以
下
（）は
紙
面

の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
。

１
．
傷
病
年
金
と
は

傷
病
が
、
療
養
開
始
後

１
年
６
ヶ
月
を
経
過
し
更

に
６
ヶ
月
以
上
治
療
を
要

す
る
と
見
込
ま
れ
、
そ
の

程
度
が
傷
病
等
級
（
第
１

級
・
第
２
級
・
第
３
級
）
に

該
当
す
る
場
合
に
支
給

さ
れ
る
年
金
で
す
。

※

傷
病
年
金
に
は
４
級
以
下

の
等
級
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
障
害
年
金
と
は

傷
病
が
、
療
養
を
受
け

た
後
「
治
っ
た
」
と
き
、
身

体
に
一
定
の
障
害
が
残
っ

た
場
合
に
、
そ
の
程
度

（
第
１
級
〜
第
７
級
）
に

応
じ
て
、
支
給
さ
れ
る
年

金
で
す
。

３
．
給
付
さ
れ
る
年
金

（傷
病
・障
害
と
も
同
じ
で
す
）

第
１
級

給
付
基
礎
日
額

×
３
１
３
日
分

第
２
級

給
付
基
礎
日
額

×
２
７
７
日
分

第
３
級

給
付
基
礎
日
額

×
２
４
５
日
分

※
給
付
基
礎
日
額
と
は
、
賞
与

等
特
別
手
当
を
含
ま
な
い
賃
金

そ
の
も
の
で
算
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。
労
基
法
の
平
均
賃
金
相

当
の
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
．
特
別
支
給
金

（
定
額
の
一
時
金
）

傷
病
第
１
級

１
１
４
万
円

傷
病
第
２
級

１
０
７
万
円

傷
病
第
３
級

１
０
０
万
円

障
害
第
１
級

３
４
２
万
円

障
害
第
２
級

３
２
０
万
円

障
害
第
３
級

３
０
０
万
円

※
こ
の
特
別
支
給
金
は
年

金
受
給
者
等
へ
の
援
護
金

と
し
て
の
も
の
で
す
。

第
一

傷
病
年
金
か
ら
障
害

年
金
に
決
定
さ
れ
た
場
合
？

問
１

傷
病
年
金
１
級
か
ら
障

害
年
金
１
級
に
認
定
さ
れ

た
場
合
の
特
別
支
給
金
は
？

答
１

特
別
支
給
金
１
１
４
万

円
↓
↓
３
４
２
万
円
＝
２
２

８
万
円
の
差
額
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

問
２

傷
病
年
金
１
級
か
ら
障

害
年
金
第
３
級
に
認
定
さ

れ
た
場
合
の
特
別
支
給
金
は
？

答
２

１
１
４
万
円
↓
３
０
０

万
円
＝
１
８
６
万
円
の
差
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

第
二

障
害
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
が
「
原
疾
患
」が

原
因
で
入
院
を
し
た
場
合
？

答

「
再
発
」
と
な
り
ま
す
。

入
院
療
養
を
し
そ
の
後
通
院

等
に
よ
る
治
療
の
結

果
、

「
再
発
し
た
傷
病
」
に
対
し
医
師

が
「
治
癒
」
ま
た
は
「
医
学
経

験
則
上
治
療
効
果
が
期
待
出

来
な
い
と
判
断
し
た
」
場
合
は
、

改
め
て
障
害
請
求
の
手
続
を
行

い
所
轄
監
督
署
長
か
ら
障
害
認

定
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

当
施
設
入
居
者
の
場
合
で

み
ま
す
と
、
障
害
認
定
を
受
け

た
場
合
で
「
せ
き
髄
損
傷
」
、

「
外
傷
に
よ
る
脳
の
器
質
的
損
傷
・

減
圧
症
等
」
に
該
当
す
る
方
は
、

医
学
上
定
期
的
な
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
健
康
管
理
手
帳
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

第
三

「
再
発
」と
な
っ
た
場
合

の
障
害
年
金
の
給
付
は
ど
う

な
る
の
か
？

答

再
発
傷
病
名
・
再
発
療
養

期
間
、
認
定
さ
れ
る
ま
で
の

期
間
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

休
業
給
付
か
傷
病
年
金
に
切

り
替
わ
り
ま
す
。

第
四

せ
き
髄
損
傷
に
係

る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
適

用
範
囲
は
？

答

①
診
察
…
…
…
原
則
と

し
て
１
ヶ
月
に
１
回
程
度

②
保
健
指
導
…
診
察
の
都
度

③
保
険
の
た
め
の
処
置

●
褥
瘡
処
置

医
師
が
必
要
と
認
め
た
場

合
に
は
、
自
宅
等
で
交
換
の
た

め
に
使
用
す
る
滅
菌
ガ
ー
ゼ

及
び
絆
創
膏
を
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
尿
路
処
置
（導
尿
、
膀
胱
洗

浄
、
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
設
置
・

交
換
を
含
む
。
）

医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に

は
、
自
宅
等
で
使
用
す
る
た
め
の

カ
テ
ー
テ
ル
、
カ
テ
ー
テ
ル
消
毒

液
（
洗
浄
剤
及
び
潤
滑
剤
を
含

む
。
）
及
び
滅
菌
ガ
ー
ゼ
を
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
薬
剤
の
支
給
：
抗
菌
薬
（
抗

生
物
質
、
外
用
薬
を
含
む
。
）

尿
路
感
染
者
、
尿
路
感
染
の

お
そ
れ
の
あ
る
方
及
び
褥
瘡

の
あ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

・
褥
瘡
処
置
用
・
尿
路
処
置
用

外
用
薬

・
排
尿
障
害
改
善
薬
及
び
頻

尿
治
療
薬

・筋
弛
緩
薬

・
自
律
神
経
薬

・向
精
神
薬

・
末
梢
神
経
障
害
治
療
薬

・
鎮
痛
・消
炎
薬
（外
用
薬
）

・
整
腸
薬
、
下
剤
及
び
浣
腸
薬

④

検
査

・
尿
検
査
（診
察
の
都
度
、
必

要
に
応
じ
て
）

・Ｃ
Ｒ
Ｐ
検
査
（１
年
に
２
回
程
度
）

・
末
梢
血
液
検
査
・
生
化
学
的

検
査
（１
年
に
１
回
程
度
）

・
膀
胱
機
能
検
査
（〃
）

・
腎
臓
、
膀
胱
及
び
尿
道
の
Ｘ

線
検
査
（〃
）

・
損
傷
脊
椎
及
び
麻
痺
域
関

節
の
Ｘ
線
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
（医
学
的
に
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、

１
年
に
１
回
程
度
）

第
五

脳
の
器
質
性
障
害

に
係
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

の
適
用
範
囲
は
？

答

①
診
察
…
…
原
則
と
し
て
、

症
状
固
定
後
２
年
を
限
度
と
し

て
、
１
ヶ
月
に
１
回
程
度

②
保
健
指
導
…
診
察
の
都
度

③
保
健
の
た
め
の
処
置

●

精
神
療
法
及
び
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グア

フ
タ
ー
ケ
ア
と
し
て
実
施
す

る
精
神
療
法
及
び
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
は
、
治
療
で
は
な
く
、
後
遺
症

の
増
悪
を
防
止
す
る
た
め
の
保
健

上
の
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
処
置
内
容
に
つ
い
て
は
、
生
活

指
導
に
重
点
を
置
い
た
も
の
と
し

ま
す
。

●

四
肢
麻
痺
等
が
出
現
し
た
方
に

つ
い
て
は
、
褥
瘡
処
置
及
び
尿
路

処
置
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

次
の
処
置
及
び
処
置
に
必
要
な
材

料
の
支
給
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
褥
瘡
処
置

医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合

に
は
、
自
宅
等
で
交
換
の
た
め

使
用
す
る
滅
菌
ガ
ー
ゼ
及
び
絆

創
膏
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
尿
路
処
置
（
導
尿
、
膀
胱
洗

浄
、
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
交
換
を

含
む
。
）

医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合

に
は
、
自
宅
等
で
使
用
す
る
た

め
の
カ
テ
ー
テ
ル
、
カ
テ
ー
テ

ル
用
消
毒
液
（
洗
浄
剤
及
び
潤

滑
剤
を
含
む
。
）
及
び
滅
菌
ガ
ー

ゼ
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
薬
剤
の
支
給

・
神
経
系
機
能
賦
活
薬

・
向
精
神
薬
・
筋
弛
緩
薬

･

自
律
神
経
薬

抗
て
ん
か
ん

薬

･

循
環
改
善
薬

･

鎮
痛
・
消
炎
薬
（
外
用
薬
）

･

抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
薬

※
四
肢
麻
痺
等
が
出
現
し
た
方

に
は
、
褥
瘡
処
置
及
び
尿
路

処
置
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

前
述
の
「
せ
き
髄
損
傷
に
係
る

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
」
と
同
様
の
薬

剤
の
支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

④
検
査
（
次
の
検
査
は
１
年
に

１
回
程
度
受
け
ら
れ
ま
す
。
）

・
末
梢
血
液
検
査
・
生
化
学
的

検
査
・
視
機
能
検
査

・
心
理
検
査
・
前
庭
平
衡
機
能

検
査
・
尿
検
査

・
脳
波
検
査
・
頭
部
Ｘ
線
検
査

※
四
肢
麻
痺
等
が
出
現
し
た
方

に
は
、
褥
瘡
処
置
及
び
尿
路

処
置
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
「
せ
き
髄
損
傷
に
係
る
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
」
と
同
様
の
次

の
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
尿
検
査
（
診
察
の
都
度
、
必

要
に
応
じ
て
）

・
Ｃ
Ｒ
Ｐ
検
査
（
１年
に２
回
程
度
）

・
末
梢
血
液
検
査
・
生
化
学
的

検
査
（
１
年
に
１
回
程
度
）

・
膀
胱
機
能
検
査
（
〃
）

・
腎
臓
、
膀
胱
及
び
尿
道
の
Ｘ

線
検
査
（
〃
）

損
傷
脊
椎
及
び
麻
痺
域
関
節

の
Ｘ
線
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
（
医
学
的
に
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、

１
年
に
１
回
程
度
）

★
今
回
は
か
な
り
ハ
ー
ド
な

内
容
と
な
り
ま
し
た
ね
。

こ
れ
ま
で
の
説
明
で
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
傷
病
年
金

か
ら
障
害
年
金
へ
の
切
り
替
え

で
す
。

現
在
、
傷
病
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
で
通
院
し
て
前

述
の
第
四
・
第
五
の
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
診
療
に
該
当
す
る
範
囲

内
で
受
診
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
医
師
に
相
談
の
上
障
害

年
金
に
切
り
替
え
る
べ
き
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

定
期
報
告
に
添
付
す
る

「
診
断
書
」
と
、
そ
の
た
め

の
受
診
も
不
要
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
一
度
も
障
害
年

金
を
受
給
し
た
こ
と
の
な
い

方
は
特
別
支
給
金
（
定
額
）

の
差
額
請
求
が
で
き
る
こ
と

と
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
監
督
署
等
の
事

情
に
も
よ
り
ま
す
が
障
害
認

定
に
な
る
ま
で
の
間
（
数
ヶ

月
）
は
年
金
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
次
号
は
、
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
疑
問
へ
の
回

答
等
を
中
心
と
し
て
掲
載
の

予
定
で
す
。

（
総
務
課
）

第２０号 ３頁 富 谷 の 風 便 り 平成２４年１月１日 第２０号 ２頁 富 谷 の 風 便 り 平成２４年１月１日

秋
の
行
事

続

賢
い
労
災
保
険

疑
問
V
回
答
コ
ー
ナ
ー

特
集

賢
い
！
労
災
保
険

こ
れ
か
ら
の

行
事

入
居
者
の
皆
様
が
受
け
て
い

る
労
災
年
金
は
労
災
保
険
制

度
の
一
つ
と
し
て
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が

障
害
（補
償
）年
金
や
傷
病
（補

償
）年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す
。

「
風
便
り
」
で
は
こ
れ
ま
で
第

１
号
か
ら
第
５
号
ま
で
労
災
保

険
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
特
集
と
し

て
、
す
ぐ
に
役
立
つ
労
災
保
険

の
情
報
を
ご
提
供
し
ま
す
。


